
２０ １ ４ 年度  公 益 社 団 法 人乙 訓 青 年会 議 所  委 員 長 方針  

              総 務 財 政 委 員 会  委 員 長  足 立  雅 也  

 

本 年 度 乙 訓 青年 会 議 所は 、 ３ ５周 年 と いう 節 目 の年 を 迎 えま す 。 これ は 先輩

諸兄 が 「 明る い 豊 かな 社 会 」の 実 現 に向 け 弛 まぬ 努 力 をし て 来 られ た か らで あ

り、 責 任 世代 を 担 う我 々 は 、先 輩 諸 兄が 築 い て来 ら れ たＪ Ａ Ｙ ＣＥ Ｅ と して の

誇り を 次 代へ 引 き 継ぎ 、 地 域 か ら 愛 され 、 こ れま で 以 上に 地 域 にな く て はな ら

ない 存 在 にな ら な けれ ば な りま せ ん 。 ま た 、 公益 社 団 法人 と し て４ 年 目 を迎 え

る今 、 公 益性 と 透 明性 の あ る運 営 方 法を 正 し く執 行 す る事 は 当 然の 事 と なり 、

この 管 理 体制 を 継 続出 来 る 基盤 を 整 える 事 が 必要 で あ ると 考 え ます 。  

総 務 財 政 委員 会 は 、先輩 諸 兄 が築 き 上 げて 来 ら れた 会 議 運営 を 継 承 し な が ら、

建設 的 で 活発 な 議 論を 重 ね る為 に 、 各委 員 会 との 連 絡 を密 に し 、 情 報 の 共有 と

意思 の 疎 通を 図 り 、円 滑 な 議案 上 程 が行 え る 様に 取 り 組み ま す 。 全 て の 事業 は

「計 画 立 案」「 実行 」「 結 果検 証 ・ 引継 ぎ」 と い うプ ロ セ スで 行 わ れま す 。 その

中で「 計 画立 案 」「 結 果検 証・引 継 ぎ 」が 行 わ れ る 会議 運 営 を担 う 委 員会 と し て 、

責任 と 自 覚を 持 ち 活動 し て 参り ま す 。 公 益 社 団法 人 と して 我 々 が行 う 活 動や 事

業は 当 然 社会 に 役 立つ も の であ り 、 それ に 繋 がる も の でな け れ ばな ら な いと 考

えま す 。 また 、 そ れに 掛 か る事 業 費 は、 メ ン バー の 貴 重な 年 会 費か ら 拠 出し て

いる と い う自 覚 を 持ち 、 事 業目 的 に 対す る 費 用対 効 果 に 於 い て も十 分 に 精査 致

しま す 。 役員 セ ミ ナー で は 、 初 め て 役員 を 担 われ る メ ンバ ー が 多数 お ら れる 事

を考 慮 し 、理 事 長 から １ 年 間の 活 動 方針 を 講 演 頂 き ま す。 そ し て、 ２ ０ ２０ 年

ビジ ョ ン 達成 に 向 け 、 新 た な５ ヵ 年 行動 指 針 が策 定 さ れる 今 年 度、 役 員 全員 が

どの 様 に 活動 し て 行く 必 要 が あ る の かを 伝 え る 講 演 を 実施 し 、 役員 と し ての 責

任や 心 構 えを 自 覚 して 頂 き ます 。 ま た、 管 理 体制 を 継 続出 来 る 基盤 を 整 える 為

にも 、 シ ステ ム や ルー ル を 周知 徹 底 する 事 務 事項 説 明 会を 開 催 致し ま す 。財 務

体制 の よ り正 確 な 引継 ぎ を 行え る 財 務専 用 の 引継 ぎ マ ニュ ア ル 作り も 進 めて 参

りま す 。 １２ 月 例 会に 於 い ては 、 １ 年間 の 活 動の 集 大 成と し て 顕著 な 活 動を 行

った メ ン バー を 褒 賞に て 称 え、 他 の メン バ ー が 今 後 更 にＪ Ｃ 活 動に 邁 進 する 事

への 励 み とな る 様 に設 え 、 メン バ ー が活 動 し て 来 た １ 年間 を 振 り返 り 、 次年 度

へと 繋 が る例 会 を 行い ま す。ま た、本 年度 行 わ れる ３ ５ 周年 記 念 式典 、懇親 会、

記念 事 業 が円 滑 に 行 え る 様 に活 動 し て参 り ま す。 そ し て、 会 員 拡大 活 動 、ま ち

づく り 事 業、 青 少 年育 成 事 業に 於 き まし て は 、各 担 当 委員 会 と 連携 し 、 参加 協

力致 し ま す。  

人 生 に 限 り があ る 様 にＪ Ｃ 活 動も ４ ０ 歳で 卒 業 を 迎 え ま す。 ま た 、単 年 度制

で活 動 す る １ 年 間 にも 同 じ く限 り が あり ま す 。会 議 を 経て 組 織 を動 か す 青年 会

議所 に 於 いて 限 ら れた 時 間 を有 効 に 使用 し 、 より 良 い 事業 の 開 催 と 組 織 運営 を

目指 す 為 に、 総 務 財政 委 員 会メ ン バ ー全 員 が 「時 間 対 効果 を 高 め よ う 」 をテ ー

マに 時 間 を費 用 と 捉え 、 各 委員 会 に も周 知 徹 底を 図 り 不動 の 心 で１ 年 間 活動 し

て参 り ま す。  


